
 

 

 下水道事業は、地方財政法で公営企業に位置付けされ、独立採算制を基本としているこ

とから、「一般会計」とは区別し、本市では「特別会計」により運営をしています。 

 これは、下水道事業での歳入（使用料等）と歳出（下水道の建設費、維持管理費、資本

費（元利償還金））を明確にし、経営状況を明らかにするためです。 

 この度、下水道事業の平成 29 年度の決算状況が確定しましたのでお知らせいたします。 

 当市においては現在、下水道使用料金のみで事業を行うことができない状況ですが、な

お一層の経費削減に加え、下水道普及促進活動により経営の健全化に努めてまいりたいと

思います。 

 なお、平成 30 年 3 月 31 日現在の普及状況は、次のとおりです。 

 

＊下水道が使用可能な人口（外国人含む）        ５２，０６１人…① 

   総人口（行政人口）に対する普及率        ６４．２％ 

＊下水道を使用していただいている人口（外国人含む）  ４５，４８８人…② 

   下水道が使用可能な人口に対する接続率（②／①） ８７．４％ 

 

【全体の歳入・歳出】 

歳  入           単位：千円 

受 益 者 

負担金等 

下水道使用料 
（一般＋八幡原工業団地） 

国庫補助金 

（交付金） 
市 債 ※１ 

一般会計 

繰 入 金 
そ の 他 繰越金 

32,184 

対前年度比 

△15.0% 

1,170,550 

対前年度比 

0.3% 

75,988 

対前年度比 

△87.6% 

608,000 

対前年度比 

△44.9% 

515,938 

対前年度比 

△13.1% 

130 

対前年度比 

△98.0% 

15,856 

※１「市債」･･･建設費や借入金の元利償還に充てるための借入金です。 

歳入計 2,418,646 千円 

対前年度比 △31.3％ 

 

 

 

「国庫補助金（交付金）」・「市債」・「一般会計繰入金」の歳

入が減少しているのは、米沢浄水管理センターの改築工事が

平成 28 年度で一端終わったことから「建設費」の歳出が減少

したことによるものです。 

 

 



 

歳  出          単位：千円 

総 務 費 施設維持管理費 建 設 費 資本費（元利償還金）※２ 

179,041 

対前年度比 

△4.1% 

437,662 

対前年度比 

△1.0% 

272,276 

対前年度比 

△79.2% 

1,523,768 

対前年度比 

△2.8% 

※２「資本費」･･･借入金（市債）の元利償還金です。 

歳出計 2,412,747 千円 

対前年度比 △31.2％ 

 

 

 

 

 「建設費」が減少しているのは、米沢浄水管理センター

の改築工事が平成 28 年度で一端終わったことによるもの

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歳入額と歳出額の差である ５,８９９千円 は、次年度へ繰越となります。 

 

 

 


